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サルEG細胞の樹立と生殖細胞への分化に関する研究
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2. 排卵後、 3-4週において血清中の s-mCG濃度をEIA法により測定し、妊娠診断が可
能であることを明らかにした。
3. カニクイザルにおいて生殖隆起は受精 30日匹では確認されず、受精後 33日で形成
され始め、受精後 36日においてその形成が完成することがわかった。
4. 始原生殖細胞を直接確認した結果、受精後 30日匪で後部腸、 33日で腸間膜から生殖
隆起に移動し、 36日で生殖腺に位置することがわかった。













1 O. 最近報告された生殖幹細胞(germlinestem : GS細胞)の樹立も試みたが細胞の維持
13 
は可能であったが特有のコロニーを形成させるには至らなかった。
本研究の結果、サル胎子と生殖腺の発生およびそれらの相関が明らかとなり、またサルに
おける始原生殖細胞の動態も明らかにすることが出来た。アノレカリフォスファターゼ陽性
細胞は数ヶ月維持することが可能であったがEG細胞特有のコロニーを形成する細胞株の
樹立には至らなかった。これらの結果からサルにおける生殖細胞株の樹立に関してはマウ
スやヒトの場合と異なる条件が必要である可能性が強く示唆された。サノレの場合は動物福
祉、動物愛護の観点からも使用胎子数は限られてくる。今後、より効率良い人工授精、体
外受精一目壬移植の手技を開発し、サルにおける発生工学基盤技術を充実させ、今回得られ
た知見を基に生殖幹 GS(Germlinestem)細胞を含めた生殖系列細胞の樹立を試みる必要
性があると考えられる。そのような細胞株は遺伝子改変ザルの作製のみならず、ヒトにお
ける生殖細胞の分化、不妊治療、補助生殖医療分野においても非常に有用な材料となるで
あろう。
位相差像
ALP 
染色
図1. 33日BI由来の EG様細胞
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